
 

創刊号 
平成 30 年 3 月 27 日 発行 

宮城県東部地方振興事務所 

新石巻合同庁舎開庁式を行いました 

 

 

 

 

 ３月２３日に石巻合同庁舎の新庁舎完成に伴う開庁式が執り行われ，当日は，村井嘉浩知事，

県東部地区の首長のほか，各分野の関係者約１２０人が出席しました。 

 東日本大震災で被災した石巻合同庁舎は，本復旧に向け移転建替工事を進めてきたところで

すが，今年１月に完成し，２月末から供用開始となりました。新庁舎は，①災害に強く圏域の

防災拠点機能を備える，②多様な行政ニーズに対応できる利便性の高さ，③地球環境・周辺環

境に配慮する，を基本理念としております。 

 旧庁舎になかったエレベーターを備え，ユニバーサルデザインに配慮し多目的トイレを各階

に設置，また，増加するインバウンド観光客や在住外国人への対応として，総合案内板は４カ

国語表記としております。 

 村井知事は，「住民に開かれ，親しまれる施設として石巻圏域の発展に寄与できるよう，平

成３０年度の復興の総仕上げに踏み出す大切な時期を職員一丸で取り組む」と挨拶しました。 

 



「石巻地域産業学習マップ・ハンドブック」を作成しました  

 

 

石巻地域の観光施設や産業施設は，震災からの復旧・整備が

着実に進んでいますが，観光客は震災前の約 8 割に留まってい

ます。地域の次代を担う子どもたちが地域の産業について理解

を深めるとともに，地域外への発信を通じて教育旅行の誘致促

進につなげるため，石巻地域の事業所・施設を紹介する，マッ

プとハンドブックを作成しました。 

 作成にあたっては石巻専修大学と共同で行い，石巻地域の事

業所・施設を直接取材し，地域の文化・歴史を体験できる施設

や，産業体験メニューを用意している事業所など，幅広い分野

で，分かりやすく紹介しております。  

 マップ及びハンドブックは，県内の小中学校，高校に配布し

ているほか，県内の旅行代理店や観光施設，道の駅等に置いて

います。また，当所ＨＰからもご覧いただくことができます。

職場研修，旅行などの機会にぜひご活用ください。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-sgsin-e/sangyogakushu-m

ap-handbook.html（ＨＰアドレス） 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 地方振興部 振興第二班  電話番号 0225-95-1767 

 

津波被災地域の活性化に向けていちじくを活用した地域交流会を開催しました 

 

 

 
東松島市宮戸地区では，津波被災地における営農再

開の一環として，平成 28 年からいちじくの植付けが

始まり，地域活性化のための新たな地域特産物として

も期待されています。このため，農業生産，観光振興

等に関わる関係者を一堂に集め，いちじくを活用した

試作品の試食を行う「東松島市宮戸地区のいちじく活

用に向けた地域交流会」を開催しました。 

 地域交流会では，試作品を生産委託した市内 3 社か

ら，試作品 6 品（ジェラート，ミートタルト，ソーセ 

   
ージ，タルト，クッキーサンド，パウンドケーキ）の特徴などの説明を受け，その試食を行いました。出席者

からは「いちじくの風味が感じられる」，「ワインやチョコとの組合せが良い」などの評価をいただきました。

また，加工試作を行った 3 社からも「今後，商品化に前向きに取り組んでいきたい」との意見をいただき，地

域特産品の開発を通じた地域活性化に向け，地域が一丸として取り組む契機となりました。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 農業振興部 先進技術第一班  電話番号 0225-95-7612 



東部管内の鳥獣被害対策防止（ニホンジカ）対策研修会を開催しました 

 

 

 
平成 30 年 2 月 1 日，東部地方振興事務所農業振興

部主催による平成 29 年度東部管内鳥獣被害対策（ニ

ホンジカ）研修会を開催しました。基調講演は，農研

機構西日本農業研究センター江口氏より，動物の行動

心理から学ぶ効果的な被害防止対策について講演が

ありました。その後のパネルディスカッションでは,

合同会社東北野生動物保護管理センターの関氏から，

東北のシカの行動パターンから学ぶ被害防止対策に

ついての講演，さらには，稲井地区ニホンジカ対策 

   
協議会の岡会長から，地域一丸となった被害防止事例について紹介がありました。 

 昼にはシカ肉を活用した料理の試食会を行い，イタリア料理店オリーノの松本料理長からジビエ料理の説明

がありました。参加者からは，「動物の立場に立った対策が必要」，「鳥獣害被害防止の効果的な対策が分かっ

た」と好評でした。 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 農業振興部 農業振興班  電話番号 0225-95-7809 

 

特産品化を目指す希望のオリーブ  

 

 

被災した農用地等を活用して，市内の 3 地域（雄勝，北上，

河北）で栽培しているオリーブが平成 29 年度に計約 4.7kg の収

穫が得られ，オリーブオイルなどに加工されました。 

 今回の本格的な収穫は今後の量産へつなげていく大きな自信

となりました。 

 今春も，オリーブの苗木を定植する計画でおり，その作業を

お手伝い頂く方を広く募集する予定でいます。 

 

 市では，産官学が連携したオリーブ栽培を推進するため，平

成 29 年「石巻市北限オリーブ研究会」を設立して栽培の技術指

導などの支援を行っており，農業農村整備部も研究会の構成員

として農業農村の地域ビジョン作成などの支援を行います。 

  

左の写真は平成 29 年度に行われたオリーブの植栽状況です 

写真上：北上町月浜地域 写真下：雄勝地域 

 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 農業農村整備部 農村振興班  電話番号 0225-95-7922 



平成 29 年度石巻地域肉用牛研修会が開催されました  

 

 

2 月 20 日，石巻市北村の遊楽館で「平成 29 年度石巻地域肉

用牛研修会」が開催されました。石巻地域は名牛「茂洋号」の

郷として知られ，県内でも有数の肉用牛産地です。また，昨年

9月に開催された第11回全国和牛能力共進会宮城大会で本県は

種牛の部第二区で優等賞 1 席を獲得，総合成績でも全国第 4 位

の好成績を収め，「仙台牛」の知名度を高める大会となりまし

た。  

 こういった状況を踏まえ，今回の研修会では全国農業協同組

合連合会宮城県本部畜産部の安部俊也氏より，全共宮城大会の

総括と次回大会への提言についてお話をいただいたほか，一般

社団法人家畜改良事業団の寺島豊明氏から「俵牛づくりに挑戦

しよう。～肥育農家が求める子牛とは～」と題して肥育技術を

向上させるポイントなど日頃の飼養管理で参考となる内容のお

話をいただきました。出席した農家等約 50 人は 2 人の講師の

話に熱心に耳を傾け，石巻地域における優良牛の生産と次回全

共大会への体制強化に向けた有意義な研修会となりました。 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 畜産振興部 畜産振興班  電話番号 0225-95-1438 

 

木質バイオマスの利用推進！～石巻地区森林組合「新チップ工場」完成～  

 

 

石巻地区森林組合が，「次世代林業基盤づくり交付金事業」（国庫

補助）を活用して整備を進めていた，新たなチップ工場が平成 30 年 3

月 10 日（土）に完成し，落成式が開催されました。 

 当森林組合では，これまでもウッド・リサイクルセンターに整備し

たチッパーで「破砕型チップ」を製造し，木材チップ，おが粉，活性

炭として供給するほか，震災後は，再生可能エネルギーとして木質バ

イオマスの活用が注目を浴びる中で，石巻市「デ・リーフデ北上」や

東松島市「あおみな」の熱源として供給を開始しています。 

 加えて今月には，石巻市雲雀野地区で，日本製紙石巻エネルギーセ

ンター株式会社による木質バイオマスと石炭混焼による発電が開始さ

れるなど，更に木材チップの活用が見込まれる状況にあります。 

 このような中，今回，「切削型チップ」製造施設を整備し，新たな

需要に対応した供給体制が強化されたことにより，地域の森林資源の

有効活用が一層進むとともに，地域の森林・林業の活性化に繋がるも

のと大いに期待しています。 

 

 
 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 林業振興部 林業振興班  電話番号 0225-95-1436 
  



宮城県漁業協同組合谷川支所青年部が水産庁長官賞を受賞しました。  

 

 

平成 30 年 3 月 1 日に「第 23 回全国青年・女性漁業者交流

大会」が東京都内で開催され，宮城県漁業協同組合谷川支所青

年部が，県内の漁協青年部を代表して発表を行い，栄えある水

産庁長官賞を受賞しました。 

 この大会は，全国の青年・女性漁業者が日頃の研究・実践活

動を発表する目的で開催されており，水産版「漁業者の甲子園」

と呼ばれています。 

 発表は「鮫浦湾で生きる。俺達本気。～震災を超え、次世代

のために～」と題し，震災後，谷川支所青年部が結成されるま

での経過や，部員 11 名による潜水士資格の取得，その技術を

活用した潜水による共同作業，ホヤの国内消費拡大に向けた PR

活動などを発表し，これまで実践してきた取組が評価されまし

た。 

 設立 1 年 4 か月とまだまだ若い青年部ですが，これからも，

若手漁業者の勢いとパワーを源に，鮫浦湾の恵みであるホヤの

品質向上と国内消費拡大に向けて取り組んでいきます。 

 宮城県は全国一のホヤ養殖生産県です。皆さんも是非「宮城

のホヤ」の消費拡大を応援して下さい。 

 

 

 

■お問い合せ 東部地方振興事務所 水産漁港部 水産振興班  電話番号 0225-95-7914 

 

～発刊にあたって～ 

東部地方振興事務所長 加藤 慶太 

 

 

東日本大震災から 7 年が経過しました。この石巻地域においては甚大な

被害が発生しましたが，産業基盤や生活の場の再建，復興まちづくりなど

目に見える形で復旧してきております。 

これまでの復旧・復興に向けた関係各位の御労苦，御尽力に対し深く敬

意を表します。 

 また，石巻合同庁舎は，多くの皆様のご支援のもと，新蛇田地区へ移転

建替し，防災機能を備えた利便性の高い庁舎に生まれ変わりました。 

当事務所としましては，さらに，石巻地域の皆様にとって何が必要かを

常に第一に考え，地域の復興を最重要事項と位置づけ，積極的に事業を展

開してまいります。 

この「いしのまき地域だより」は，当事務所の取組などを，関係の方々

に広くお知らせして，より身近な県機関として受け止めていただけるよう

にと発刊しました。 

今後も定期的に発行してまいりますので，是非ご愛読いただければ幸い

です。 



 

4・5月のイベント情報 

4 月 

4/15 石 巻 河南鹿嶋ばやし山車まつり 

4/22 石 巻 朝日山計仙麻神社神輿渡御 

4/28～4/30 東松島 GW 企画 縄文体験・体感 WEEK 第一弾 

   

5 月 

5/1～5/7 石 巻 金華山黄金山神社初巳大祭 

5/3～5/5 石 巻 春のマンガッタン祭り 

5/3～5/6 東松島 GW 企画 縄文体験・体感 WEEK 第二弾 

5/13 東松島 春のわくわくウォーキング 

5/27 石 巻 サン・ファン祭り 

 

 

 

コウナゴはイカナゴの稚魚で，三陸沿岸に春の訪れを

告げる魚として知られています。 

ご飯にのせて食べるだけでなく，かき揚げや，だし巻き

の具，トーストのトッピングなどにもオススメです。 

 
 

 

 

石巻・東松島・女川地域のイベント情報について詳しくはこちらをチェック！ 

東部地方振興事務所 地方振興部ブログ 

石巻＆東松島＆女川復興情報“石巻地域 Again” 
宮城県広報課 Facebook 

宮城魅力ハンター 

 
http://blog.goo.ne.jp/et-sinbk2 

 
https://www.facebook.com/pg/pref.miyagi/posts/ 

 

問合せ先  

宮城県東部地方振興事務所 地方振興部 

TEL 0225-95-1414  FAX 0225-95-1471 

E-mail et-sinbk@pref.miyagi.lg.jp 

HP http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/11.html  
東部地方振興事務所 HP 

 

mailto:et-sinbk@pref.miyagi.lg.jp

